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功績をたたえて

10 月 12 日　2015 サホロリバーサイド駅伝大会
　　　　　　 思いを込めたたすきを掛けてスタート！
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功
績
を
た
た
え
て

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰

北
海
道
社
会
貢
献
賞

社
会
事
業
関
係
功
労
者

柴し
ば
た田
勝か
つ
お雄
さ
ん
（
71
歳
）

柴し
ば
た田
み
ね
子
さ
ん
（
71
歳
）

　

温
厚
に
し
て
優
し
く
責
任
感
の
強

い
人
柄
が
認
め
ら
れ
、
平
成
４
年
12

月
1
日
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

委
嘱
さ
れ
、
担
当
地
域
の
福
祉
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
、
平
成
19

年
12
月
か
ら
は
新
得
町
民
生
委
員
協

議
会
会
計
と
し
て
現
在
ま
で
そ
の
重

責
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
・

支
援
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
福

祉
の
奉
仕
者
と
し
て
、
地
域
の
み
な

ら
ず
町
の
社
会
福
祉
の
推
進
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
厚
に
し
て
優
し
く
責
任
感
の
強

い
人
柄
が
認
め
ら
れ
、
平
成
４
年
12

月
１
日
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

委
嘱
さ
れ
、
担
当
地
域
の
福
祉
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
・

支
援
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
福

祉
の
奉
仕
者
と
し
て
、
地
域
の
み
な

ら
ず
町
の
社
会
福
祉
の
推
進
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
が
実
施
す
る「
北
海
道
社
会
貢
献
賞
」

に
お
い
て
、
こ
の
度
新
得
町
か
ら
２
人
の
受
賞
者

が
決
ま
り
、
社
会
事
業
関
係
功
労
者
表
彰
と
し

て
２
名
に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
か
ら
屈
足
防
犯
協
会
役
員
と
し
て
地

域
の
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
指
導
を
は
じ
め
非
行
防
止
活
動
、

歳
末
防
犯
活
動
及
び
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

犯
罪
防
止
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
新
得
地
区

地
域
安
全
活
動
推
進
委
員
、
新
得
地
区
少
年
補
導

員
、
新
得
地
区
防
犯
推
進
委
員
と
し
て
も
防
犯
活

動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹た
け
う
ら浦

　
隆
た
か
し
さ
ん
（
69
歳
）

　
　

屈
足
防
犯
協
会
理
事

平
成
27
年
度
　
第
25
回
地
域
安
全

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

新
得
町
・
清
水
町
・
鹿
追
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
新
得
地
方
防
犯
協
会
連
合
会
（
会
長
・
浜
田

正
利
新
得
町
長
）
主
催
の
第
25
回
防
犯
地
域
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
新
得
町
か
ら
小
中
学

生
あ
わ
せ
て
４
人
が
入
賞
し
、
10
月
19
日
、
町
公
民
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
、
３
町
15
校
か
ら
９
２
３
点
で
、
う
ち
入
賞
は
１
０
２
点
で
し
た
。

　

◆
佳
作

　

清し
み
ず水

　
千ち
は
る晴
さ
ん
（
屈
足
南
小
５
年
）

　

「
い
じ
め
は
ね　

自
分
の
心
も　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傷
つ
く
よ
」 

　

※
清
水
さ
ん
は
表
彰
式
欠
席

　

【
中
学
生
の
部
】

　

◆
金
賞

　

菜な
ば
た
け畑

　
竜り
ゅ
う
た太
さ
ん
（
新
得
中
３
年
）

　

「『
一
度
だ
け
』　

気
持
ち
一
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罪
一
生
」

防
犯
栄
誉
銅
章

平
成
27
年
度

新
得
町
功
労
賞
、
奨
励
賞
表
彰

自
治
功
労
賞

文
化
奨
励
賞

　

町
の
自
治
、
産
業
、
社
会
福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

及
び
善
行
な
ど
を
通
し
て
、
発
展
振
興
に
著
し
く
功
績
の

あ
っ
た
個
人
、
団
体
と
し
て
１
個
人
、
１
団
体
に
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
５
月
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
連
続

８
期
32
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
長

を
４
期
16
年
間
、
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
会
長
を
２
期
８

年
間
、
町
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
精
力
的
な
議
会
活
動
を
通
し
て
、
地
域
経
済
の

振
興
と
地
方
自
治
の
推
進
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
55
年
５
月
か
ら
平
成
８
年
７
月
ま
で
の
う

ち
農
業
委
員
会
委
員
を
通
算
16
年
間
、
昭
和
43
年
４
月
か

ら
平
成
４
年
４
月
ま
で
新
得
町
農
業
協
同
組
合
理
事
を
24

年
間
務
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
12
年
間
、
組
合
長
代
行
理
事

と
し
て
同
組
合
の
運
営
に
大
き
く
関
わ
り
、
新
得
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
発
展
さ
せ
る
な
ど
、
常
に
町
民
の

先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

夫
妻
で
農
業
を
営
み
な
が
ら
、
昭
和
60
年
の
結
成
以
来
、

現
在
ま
で
の
30
年
間
、
町
内
の
図
書
館
や
保
育
所
、
幼
稚

園
を
は
じ
め
道
内
各
地
で
人
形
劇
を
発
表
し
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
与
え
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

使
用
す
る
脚
本
、
人
形
、
舞
台
装
置
は
す
べ
て
手
作
り

で
あ
り
、
演
目
は
昔
話
や
宮
澤
賢
治
作
品
、
グ
リ
ム
童
話

な
ど
30
タ
イ
ト
ル
に
も
及
び
、
上
演
回
数
は
毎
年
20
回
以

上
。

　

ま
た
、
道
内
で
も
珍
し
い
、
糸
で
操
る
「
マ
リ
オ
ネ
ッ

ト
」
を
演
じ
る
な
ど
、
夫
婦
の
息
の
合
っ
た
演
技
力
は
大

変
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
も
公
演
し
、
よ
り
多
く

の
人
た
ち
に
人
形
劇
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
文
化

の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
功
績
は
誠
に

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

湯ゆ
あ
さ浅

　
亮
り
ょ
う
さ
ん
（
82
歳
）

人
形
劇
一
座
「
パ
セ
リ
座
」

（
能の

と登
秀ひ
で
お雄
さ
ん
、
真
ま
ゆ
み
由
美
さ
ん
夫
妻
）

柴田みね子さん（写真左）、柴田勝雄さん（写真右）

　

【
小
学
生
の
部
】

　

◆
銅
賞

　

名な
わ和

　
樹い
つ
き輝
さ
ん
（
新
得
小
５
年
）

　

「
犯
罪
は　

い
か
の
お
す
し
で　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
じ
ふ
せ
ろ
」

　

◆
佳
作

　

八は
っ
た田

　
綾あ
や
か香
さ
ん
（
新
得
中
３
年
）

　

「
あ
い
さ
つ
で　

増
え
る
笑
顔　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

減
る
犯
罪
」

パセリ座（能登夫妻）

湯浅さん
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ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
【
個
人
の
部
】

浪な
み
お
か岡

　
大ま

さ
ひ
ろ裕
さ
ん
（
屈
足
南
小
４
年
）

・
第
32
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
十
勝
予
選    

４
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

１
位

大お
お
も
り森

　
奈な

な々
さ
ん
（
屈
足
南
小
４
年
）

・
第
32
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
十
勝
予
選    

４
年
女
子

100
㍍　

２
位

渡わ
た
な
べ辺

　
海か

い
と翔

さ
ん
（
屈
足
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団　

小
学
６
年
）

・
第
65
回
全
道
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
兼
第
34
回
十
勝
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会                               

                                                               

６
年
男
子
３
．
４
㌖　

２
位　

ほ
か

田た
な
か中

　
風ふ

う
た太

さ
ん
（
屈
足
中
３
年
）

・
第
65
回
全
道
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
兼
第
34
回
十
勝
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会                               

                                                               

中
学
２
年
生
男
子
５
㌖　

第
１
位

田た
な
か中

　
遥は

る
き輝

さ
ん
（
屈
足
中
２
年
）

・
第
65
回
全
道
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
兼
第
34
回
十
勝
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会                                         

                                                               

中
学
１
年
生
男
子
５
㌖　

第
１
位

浪な
み
お
か岡

　
大ひ

ろ
む陸
さ
ん
（
屈
足
中
３
年
）

・
全
十
勝
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
新
人
戦
大
会    

男
子
１
０
０
０
㍍　

２
位　

ほ
か

新
得
町
文
化
連
盟
　
文
化
芸
術
賞

植う
え
だ田
ゆ
ら
さ
ん
・
東

ひ
が
し
か
わ川
茉ま

お央
さ
ん
・
駒こ

ま
い井
乙お

と
め姫
さ
ん
（
新
得
水
泳
少
年
団　

小
学
４
年
）

・
第
18
回
十
勝
年
齢
別
水
泳
競
技
大
会                

女
子
９
・
10
歳
フ
リ
ー
リ
レ
ー

200
㍍　

１
位

鈴す
ず
き木

亜あ
せ
い聖

さ
ん
（
新
得
柔
道
少
年
団
・
小
４
）・
千ち

だ田
康こ

う
せ
い聖

さ
ん
（
同
・
小
５
）・
伊い

と
う藤

怜れ
お央

さ
ん
（
同
・

小
６
）・
箕み

の
う
ら浦

翔し
ょ
う
た太

さ
ん
（
同
・
小
６
）・
廣ひ

ろ
せ瀬

奏そ
う

さ
ん
（
同
・
小
４
）・
辻つ

じ

柊
し
ゅ
う

さ
ん
（
同
・
小
４
）

・
第
45
回
全
十
勝
少
年
団
柔
道
大
会
兼
第
32
回
全
十
勝
女
子
柔
道
選
手
権
大
会　
　

     

                                               

団
体
戦
小
学
校
高
学
年
の
部
（
４
〜
６
年
生
）　

３
位

ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
【
団
体
の
部
】

　

会
に
入
会
後
、
長
年
に
わ

た
り
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で
会

計
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屈
足
若
柳
会
で
の

活
動
に
加
え
、
新
得
音
頭
保

存
会
に
お
い
て
も
会
設
立
当

初
よ
り
精
力
的
に
活
動
さ
れ

る
な
ど
町
の
文
化
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
功
績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま

す
。

　

公
益
社
団
法
人
日
本
詩
吟

学
院
が
主
催
す
る
「
第

125
回

全
国
詩
吟
大
会
」
に
北
海
道

代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
、「
合

吟
の
部
」
で
最
高
位
で
あ
る

「
木
村
岳
風
賞
」
に
輝
か
れ
ま

し
た
。

　

平
成
９
年
４
月
に
入
会
以

来
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
27

年
ま
で
の
間
に
副
会
長
を
９

年
間
、
会
長
を
６
年
間
務
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
、

新
得
町
の
開
拓
か
ら
今
日
に

至
る
歴
史
的
な
史
料
・
資
料

の
調
査
と
収
集
保
存
及
び
伝

承
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
誠
に

大
で
あ
り
ま
す
。

　

会
結
成
と
同
時
に
入
会
後
、

主
に
演
舞
指
導
の
中
心
的
存

在
と
し
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
得
音
頭
保
存
会

で
の
活
動
に
加
え
、
藤
恵
会

に
お
い
て
も
会
設
立
時
よ
り

会
長
兼
事
務
局
長
を
務
め
ら

れ
、
福
祉
施
設
の
慰
問
や
町

内
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

さ
れ
る
な
ど
、
町
の
文
化
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
で

あ
り
ま
す
。

安あ
べ部
範の
り
お夫
さ
ん

（
新
得
町
郷
土
研
究
会
）

青あ
お
や
な
ぎ

柳
茂し

げ
ゆ
き行

さ
ん

（
新
得
吟
友
会
）

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ー
in

　
　
　
　
　
　
し
ん
と
く

（
会
長
　
青
柳
茂
行
）

齊さ
い
と
う藤
三み
つ
お男
さ
ん

（
新
得
町
郷
土
研
究
会
）

宗む
な
か
た像

千
ち
づ
こ

津
子
さ
ん

（
屈
足
若
柳
会
）

佐さ
と
う藤
智
ち
え
こ
恵
子
さ
ん

（
新
得
音
頭
保
存
会
）

　

平
成
17
年
の
団
創
立
か
ら

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ら
れ
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
さ

れ
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
町
内
外

の
合
唱
発
表
会
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
今
後

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
12
年
に
入
会
後
、
平

成
13
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で

の
間
に
会
計
監
査
を
２
年
間
、

事
務
局
長
を
２
年
間
、
副
会

長
を
６
年
間
務
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
こ
の
間
、
新
得
町

の
開
拓
か
ら
今
日
に
至
る
歴

史
的
な
史
料
・
資
料
の
調
査

と
収
集
保
存
及
び
伝
承
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

そ
の
功
績
は
誠
に
大
で
あ
り

ま
す
。

　

町
体
育
連
盟
（
北
敏
夫
会
長
）
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
育
の
振
興
に
貢
献
し
、

功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
贈
る
も
の
で
、
10
月
31
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご

み
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

※
平
成
26
年
度
の
成
績
を
基
に
審
査
し
て
お
り
、 

学
年
も
昨
年
度
の
も
の
で
す
。　
　

新
得
町
体
育
連
盟
　

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
【
個
人
の
部
】

村む
ら
せ瀬

　
大た

い
が我
さ
ん
（
屈
足
南
小
６
年
）

・
第
40
回
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
記
録
会
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
カ
ッ
プ
道
央
会
場    

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
６
年
男
子
大
回
転　

１
位　

ほ
か

木も
め
ん綿

　
啓け

い
た太
さ
ん
（
屈
足
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
少
年
団　

小
学
６
年
）

・
北
海
道
ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
カ
ッ
プ　

１
位　

ほ
か

伊い
と
う藤

　
李り

お桜
さ
ん
（
新
得
柔
道
少
年
団　

中
学
３
年
）

・
第
５
回
十
勝
カ
ッ
プ
北
海
道
中
学
生
柔
道
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

個
人
戦
女
子
63
キ
ロ
級　

第
３
位　

ほ
か

木も
め
ん綿

　
宏こ

う
た太
さ
ん
（
屈
足
中
３
年
）

・
第
46
回
全
十
勝
中
学
校
秋
季
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会                  　

優
勝　

ほ
か

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
個
人
の
部
】

森も
り
も
と本

　
哲て

つ
や矢

さ
ん
（
し
ん
と
く
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

44
歳
）

・
平
成
元
年
よ
り
現
在
ま
で
26
年
間
、
小
学
生
の
指
導
、
平
成
10
年
頃
よ
り
中
学
校

の
指
導
を
兼
務
し
、
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献

新
得
町
体
育
連
盟
　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
へ

文
化
貢
献
賞

文
芸
賞

文
化
奨
励
賞

左から安部さん、齊藤さん、佐藤さん、青柳さん

　

新
得
町
文
化
連
盟
（
森
田
桂
次
会
長
）
が
選
出
す
る
平
成
27
年
度
の
文
化
芸
術
賞
が
決
ま
り
、
11
月
１
日
（
新
得
）、

３
日
（
屈
足
）
に
開
催
さ
れ
た
町
民
芸
能
芸
術
祭
舞
台
部
門
の
席
上
で
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

左からグリーン・エコーしんとくの籾山さん、宗像さん
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来
春
開
校
の
「
新
得
高
等
支
援
学
校
」
っ
て
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

パ
ー
ト
１

●
普
通
高
校
の
生
徒
と
同
じ
校
舎

を
利
用
す
る
け
ど
、
そ
の
利
用
方

法
は
？

　

現
在
、
来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

増
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
支
援
学
校
の
職
員
室
を
増
築
し
、

普
通
教
室
と
実
習
室
な
ど
の
特
別
教
室

の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
食
の
給
食
準
備
を
行
う
配

膳
室
や
身
体
の
不
自
由
な
生
徒
の
た
め

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

新
得
高
校
と
の
共
有
利
用
と
な
る
の

は
、
玄
関
や
玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
で
す
。

体
育
館
と
情
報
利
用
室
な
ど
の
特
別
教

室
は
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
共
通
で
使

用
し
ま
す
。

●
ど
う
い
う
学
校
？

　

校
名
は
、「
北
海
道
新
得
高
等
支
援
学

校
」
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

知
的
障
害
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
別

支
援
学
校
高
等
部
の
本
校
で
あ
り
、
学

科
は
、
木
工
科
と
家
庭
科
の
２
学
科
、

定
員
は
１
学
年
各
学
科
８
名
ず
つ
の
計

16
名
と
な
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
１
年
生
が
入
学
し
、
新

得
高
校
が
閉
校
す
る
平
成
30
年
度
ま
で

は
、
高
校
生
と
高
等
支
援
学
校
生
は
同

じ
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
学
習
内
容
は
？

科
と
も
清
掃
・
接
客
な
ど
の
流
通
サ
ー

ビ
ス
の
学
習
も
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
企
業
や
福
祉
施
設
な

ど
で
実
際
の
職
場
を
体
験
し
、
自
己
の

職
業
適
性
や
将
来
設
計
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な
る
「
現
場
実
習
」
を
１
学

年
か
ら
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
新
得
高
校
の
空
き

教
室
を
利
用
し
て
開
校
す
る
道
立
の
特

別
支
援
学
校
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

追
加
情
報
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

高
等
支
援
学
校
は
、
生
徒
の
働
く
意

欲
を
培
い
、
将
来
の
職
業
生
活
や
社
会

自
立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学
習

す
る
「
作
業
学
習
」
を
中
心
と
し
て
お

こ
な
い
ま
す
。

　

木
工
科
に
お
い
て
は
、
い
す
や
棚
な

ど
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、
家
庭
科

に
お
い
て
は
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
製
品
づ

く
り
や
菓
子
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
両

　

問
い
合
わ
せ
は
、
開
校
準
備
事

務
室
（
６
４
ー
２
０
２
０
）
ま
で

つながり新聞 ２０１５年（平成２７年）１１月号

 
 
 
 
 
○ 
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介護あれこれ疑問「短期入所生活介護（シ ョ ー ト ス テ イ）」とは？
●サービス内容

家庭における介護が一時的に困難になったときや、家族の介護の手を休めたい

ときに、特別養護老人ホームの施設等に短期間滞在して、日常生活の介護を受

けるサービスです。

 

 

個室と２～４人部屋

があります。個室には

洗面所、テレビ、冷蔵

庫がついています。デ

イルームにもテレビ

があり、ゆっくり過ご

せます。
 

 

 
お風呂は一人一人の状態に合わせて、種類や介

助の方法が選べます。

左の写真は、一人用の浴槽で、入浴補助具を利

用して入るお風呂です。寝たまま入れる浴槽も

あります。

 

 

 

 

食事時間は、朝食８時、昼食１２時、夕食１８時です。

栄養バランスの整った食事内容です。

認知症予防・認知症悪化防止・スムーズな排

便のために、毎日、水分を１．５㍑以上とる

ようにおすすめしています。午後のおやつの

時間には食物繊維たっぷりの寒天フルーツ

ゼリーで、水分を多くとっていただくように

しています。

 

 

行事があれば、参加

することができま

す。毎日午後３時か

ら、特別養護老人ホ

ーム入所者と一緒に

体操をしています。

 

 

あとがき

介護は先が見えない不安が

つきものです。介護者も介

護される側も休息が必要な

時には、ショートステイを

ご利用ください。３泊４日

以上で洗濯も無料で実施し

ています。

短期入所生活介護事業所 新得やすらぎ荘

 

　

官
設
鉄
道
十
勝
線
（
旭
川
〜
帯
広
間
）

は
、
北
海
道
内
の
物
資
や
旅
客
の
輸
送

の
確
保
と
軍
事
上
の
必
要
性
か
ら
明
治

30
（
１
８
９
７
）
年
６
月
に
旭
川
か
ら

敷
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
34

（
１
９
０
１
）
年
４
月
か
ら
は
、
通
称
狩

勝
線
と
呼
ば
れ
た
落
合
〜
新
得
間
（
約

28
㌖
）
が
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

年
の
７
月
か
ら
は
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
の
開

削
工
事
が
ト
ン
ネ
ル
の
両
側
か
ら
始
ま

り
、
固
い
岩
盤
と
湧
き
水
で
工
事
は
難

航
し
ま
し
た
が
、
明
治
38
（
１
９
０
５
）

年
１
月
に
な
っ
て
や
っ
と
完
成
し
ま
し

た
。

　

新
内
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
１
２
４
・
３
㍍
）

工
事
や
新
内
沢
大
築
堤
工
事
も
併
せ
て

進
め
ら
れ
、
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年

９
月
８
日
に
晴
れ
て
官
設
鉄
道
十
勝
線

が
開
業
し
、
新
得
駅
と
新
内
信
号
所
（
明

治
42
年
駅
に
昇
格
）
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
10
月
に

は
釧
路
線
（
帯
広
〜
釧
路
間
）
と
合
わ

せ
て
旭
川
〜
釧
路
間
が
釧
路
線
と
称
さ

れ
ま
し
た
。
後
に
鉄
道
開
業
の
日
の
９

月
８
日
は
、
新
得
神
社
の
お
祭
り
の
日

No. ２

「
旧
狩
勝
線
ー
開
通
の
日
が
新

得
神
社
の
お
祭
り
に
ー
」

旧狩勝線を上る貨物列車（昭和 38 年７月）

と
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、

狩
勝
線
は

１
０
０
０

分
の

25
と

急
勾
配
の

た
め
、
重
い
貨
車
を
運
ぶ
と
き
に
機
関

車
を
二
重
連
結
す
る
な
ど
輸
送
効
率
が

悪
く
、
石
炭
を
機
関
車
の
釜
に
投
入
す

る
機
関
士
の
労
働
環
境
も
劣
悪
で
し
た
。

ま
た
、
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
が
老
朽
化
し
、

狩
勝
新
線
の
建
設
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年

９
月
30
日
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
鉄
路

と
し
て
59
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
狩

勝
線
は
廃
止
さ
れ
、
翌
10
月
１
日
に
新

線
（
現
石
勝
線
の
一
部
）
に
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
年
か
ら
は
、

旧
狩
勝
線
の
う
ち
新
内
〜
新
得
間
を
利

用
し
て
列
車
の
脱
線
や
火
災
実
験
が
行

わ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
狩

勝
ぽ
っ
ぽ
の
道
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
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新得中学校で行政相談出前教室、町民大学高齢者学級「寿教室」40 周年　ほか

8

お
い
し
い
お
米
が
で
き

る
か
な
？

新
得
小
５
年
生
が
共
働
学
舎
で

稲
刈
り
体
験

　

新
得
小
学
校
の
５
年
生
30
人
が
10
月

５
日
、
共
働
学
舎
新
得
農
場
の
田
ん
ぼ

で
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

社
会
科
の
授
業
で
稲
作
を
学
ん
で
お

り
、
米
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
同
農
場

の
協
力
で
、
６
月
に
田
植
え
を
し
、
今

回
は
そ
の
育
っ
た
稲
の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
同
農
場
の
百
瀬
雄
二
さ

ん
か
ら
稲
の
刈
り
方
の
説
明
を
受
け
、

鎌
を
手
に
挑
戦
。
最
初
は
慣
れ
な
い
鎌

の
扱
い
に
手
こ
ず
り
ま
し
た
が
、
徐
々

に
慣
れ
、
楽
し
そ
う
に
稲
を
刈
っ
て
い

ま
し
た
。

ベ
ス
ト
を
尽
く
す

全
道
中
学
駅
伝
大
会
出
場
報
告

　

10
月
18
日
開
催
の
第
33
回
北
海
道
中

学
校
駅
伝
競
争
大
会
に
出
場
す
る
新
得

中
学
校
・
屈
足
中
学
校
の
生
徒
19
名
が

浜
田
正
利
町
長
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

屈
中
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
榊
稜
兵
く

ん
は
「
新
中
男
子
に
勝
っ
て
一
つ
で
も

上
の
順
位
を
狙
い
た
い
」、
新
中
男
子
の

門
野
春
佑
く
ん
は
「
屈
中
に
負
け
な
い

よ
う
に
全
員
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」、
新

中
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
伊
藤
穂
乃
佳
さ

ん
は
「
順
位
は
気
に
せ
ず
、
全
員
が
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
詳
細
は
下
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

第
33
回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
争
大

会
（（
一
財
）
北
海
道
陸
上
競
技
協
会
・

北
海
道
中
学
校
体
育
連
盟
・
北
海
道
新

聞
社
主
催
）
が
10
月
18
日
、秋
晴
れ
の
下
、

サ
ホ
ロ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
運
動
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
得
で
の
開
催
は
今

年
で
４
回
目
。

　

全
道
の
中
学
校
か
ら
１
部
（
単
独
校
）

82
チ
ー
ム
、
２
部
（
他
校
と
の
合
同
チ

道
内
中
学
校
No.
１
の

　
　
　
　
　
健
脚
を
競
う

第
33
回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
争

大
会
が
新
得
で
開
催

ー
ム
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）
14
チ
ー

ム
の
総
勢

757
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
関

係
者
、
観
客
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ

１
３
０
０
人
も
の
人
で
会
場
が
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
に
１
部
、
２
部
に
分
か
れ
、

男
子
は
各
部
共
通
の
全
６
区
間
18
㌔
、

女
子
は
各
部
共
通
の
全
５
区
間
12
㌔
で

順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

新
得
か
ら
は
、
１
部
に
新
得
中
男
子

（
１
区
か
ら
岩
瀬
竜
介
・
３
年
、
門
野
春

佑
・
３
年
、
加
藤
達
也
・
３
年
、
高
野
裕
・

２
年
、
奥
村
晴
樹
・
２
年
、
柴
田
海
大
・

３
年
）、
同
女
子
（
１
区
か
ら
伊
藤
穂
乃

佳
・
３
年
、
菊
地
ひ
か
り
・
３
年
、
伊

藤
寿
々
日
・
１
年
、
佐
々
木
瑞
季
・
１

年
、
古
川
幸
希
・
１
年
）、
屈
足
中
男
子

（
１
区
か
ら
鳥
井
洋
助
・
２
年
、
村
瀬
大

我
・
１
年
、
榊
稜
兵
・
３
年
、
高
本
颯
佑
・

２
年
、
木
綿
啓
太
・
１
年
、
紺
野
唯
人
・

２
年
）
が
出
場
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
精
一
杯
の
走
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

激
し
い
レ
ー
ス
を
制
し
、
12
月
14
日

に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
男
子
が

岩
見
沢
光
陵
中
学
校
、
女
子
は
下
音
更

中
学
校
で
し
た
。

　

新
得
勢
は
、
新
得
中
男
子
が
54
チ
ー

ム
中
37
位
、
屈
足
中
男
子
が
44
位
、
新

得
中
女
子
が
33
チ
ー
ム
中
20
位
と
い
う

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
新
得
中
女
子
の

伊
藤
穂
乃
佳
さ
ん
が
第
１
区
で
３
年
連

続
の
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

スタートから先頭でレースを引っ張る伊藤さん（ゼッケン番号６−１） 

　

町
民
大
学
高
齢
者
学
級
「
寿
教
室
」

の
40
周
年
を
祝
う
集
い
が
10
月
８
日
、

町
公
民
館
で
行
わ
れ
、
受
講
生
約
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

寿
教
室
の
中
島
實
学
級
委
員
長
は
「
遊

び
が
無
け
れ
ば
続
か
な
い
。
楽
し
み
が

あ
る
か
ら
続
い
て
い
る
。
人
生
は
長
い
。

生
き
て
い
る
限
り
勉
強
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
受
講
生
を
代
表

し
て
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
活
動
を
写
真
で
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
元
教
育
長
や
元
教
育

委
員
長
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上
映

や
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ー
に
よ
る
合
唱

な
ど
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食

に
は
役
場
有
志
団
体
の
そ
ば
商
店
に
よ

る
新
そ
ば
も
提
供
さ
れ
、
秋
の
味
覚
を

楽
し
む
と
共
に
40
年
の
節
目
を
祝
っ
て

い
ま
し
た
。　
　

楽
し
く
学
び
続
け
て

　
　
　
　
　
　
40
周
年

町
民
大
学
高
齢
者
学
級
「
寿
教

室
」
40
周
年

挨拶をする中島学級委員長

「
行
政
」
っ
て

　
　
ど
う
い
う
こ
と
？

新
得
中
学
校
で
行
政
相
談
出
前

教
室

　

総
務
省
釧
路
行
政
評
価
分
室
が
10
月

16
日
、
新
得
中
学
校
で
３
年
生
を
対
象

に
行
政
相
談
出
前
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
分
室
が
日
常
生
活
と
行
政

と
の
関
わ
り
や
身
近
な
行
政
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
平
成
24
年
度
か
ら
行
政
相
談

委
員
と
連
携
し
て
、
中
学
生
を
対
象
と

し
た
出
前
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
同

中
学
校
で
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開

催
。

　

新
得
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
の
佐

藤
佳
代
さ
ん
が
、
昨
年
の
こ
の
出
前
教

室
で
出
た
要
望
が
そ
の
後
解
決
し
た
例

な
ど
を
紹
介
し
「
行
政
が
し
て
い
る
仕

事
で
不
満
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
は
、
私
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
ら
も
「
授

業
で
行
政
の
こ
と
を
習
っ
た
が
、
今
回

で
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

生徒に説明する佐藤行政
相談委員

　

新
生
の
２
町
内
会
（
阿
部
靖
博
会
長
）

が
10
月
11
日
、
新
得
保
育
所
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
交
通
安
全
宣
言
40
周
年
記
念
集
会

を
行
い
、
町
内
会
会
員
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
町
内
で
９
人
の
交
通
事

故
死
が
発
生
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
同

町
内
会
で
は
昭
和
50
年
９
月
に
集
会
を

開
き
、
町
内
の
町
内
会
で
は
３
番
目
に

交
通
安
全
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
例
年
行
っ
て
い
る
同
町

内
会
家
族
運
動
会
の
前
段
に
行
わ
れ
、

新
得
警
察
署
署
員
に
よ
る
交
通
講
話
や

参
加
者
全
員
で
交
通
安
全
宣
言
を
読
み

上
げ
、
交
通
事
故
の
無
い
町
内
会
を
誓

っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で

　
　
　
交
通
事
故
防
止

新
生
の
２
会
　
交
通
安
全
宣
言

40
周
年
記
念
集
会

交通安全宣言をする新生の２会の皆さん

故
安
楽
ヤ
ス
さ
ん
の
句

碑
建
立

し
ん
と
く
文
学
の
散
歩
道
事
業

　

昭
和
63
年
度
か
ら
、
新
得
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
の
優
れ
た
歌
碑
・
句
碑
を
毎
年
建

立
し
て
い
る
「
文
学
の
散
歩
道
」
事
業
。

26
基
目
の
句
碑
に
、
故
安
楽
ヤ
ス
さ
ん
の

「
開
拓
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
花
野
か
な
」
が

選
ば
れ
、
除
幕
式
が
10
月
14
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
に
は
お
よ
そ
15
人
が
出
席
。
除
幕

に
続
き
、
斉
藤
仁
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、

文
学
の
散
歩
道
推
進
協
議
会
会
長
、
新

得
俳
句
同
好
会
会
長
の
中
島
實
さ
ん
に

よ
る
作
品
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
母
も
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
。
時
間
を

お
い
た
ら
母
の
作
品
に
目
を
向
け
た
い
」

と
親
族
代
表
、
安
楽
さ
ん
の
長
女
の
伊

藤
直
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新得小５年生が稲刈り体験、全道中学駅伝大会出場報告、第 33 回北海道中学校駅伝競争大会が新得で開催
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新得山スキー場のゲレンデを整備　ほか

健
康
に
過
ご
す
秘
訣
を

解
説

町
地
域
医
療
講
演
会

　

町
地
域
医
療
講
演
会
「
長
寿
の
た
め

に
は
」（
町
、
社
会
医
療
法
人
新
得
ク
リ

ニ
ッ
ク
主
催
）
が
10
月
６
日
、
新
得
ク

リ
ニ
ッ
ク
循
環
器
内
科
医
師
の
木
村
孝

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
町
公
民
館
で
開

か
れ
、
町
民
約
40
人
が
動
脈
硬
化
や
高

血
圧
症
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

豆
、
ゴ
マ
、
わ
か
め
、
野
菜
、
魚
、

し
い
た
け
、
芋
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た

「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

動
脈
硬
化
を
抑
え
る
食
事
を
紹
介
し
、

高
血
圧
症
に
つ
い
て
は
、「
野
菜
、
魚
を

多
く
食
べ
、
肉
や
お
酒
を
控
え
、
足
腰

を
鍛
え
る
運
動
な
ど
が
大
切
」
と
木
村

医
師
は
語
り
、「
こ
の
話
を
若
い
人
に
も

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
狩
勝
寿
事
業

団花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

平
成
27
年
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
（
町
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
主
催
）
の

表
彰
式
が
10
月
６
日
、
町
公
民
館
で
開

か
れ
、
優
秀
賞
に
は
、
新
得
山
ス
キ
ー

場
の
花
壇
を
整
備
し
た
狩
勝
寿
事
業
団

（
杉
本
寛
理
事
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
毎
年
、
町
の

環
境
美
化
、
景
観
向
上
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
に
は
、
入
賞
し
た
11
団
体
の
う

ち
、
６
団
体
が
出
席
し
、
熊
切
隆
委
員

会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。無

事
故
を
願
っ
て
作
業

新
得
山
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ

を
整
備

　

新
得
ス
キ
ー
連
盟
（
植
村
高
志
会
長
）

主
催
の
新
得
山
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ

整
備
が
10
月
10
日
に
行
わ
れ
、
新
得
シ

ニ
ア
ス
キ
ー
同
好
会
や
狩
勝
寿
事
業
団

な
ど
の
団
体
６
人
に
よ
っ
て
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
コ
ー
ス

と
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

コ
ー
ス
内
に
は
み
出
し
て
い
る
危
険
な

枝
な
ど
を
取
り
除
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

念
入
り
に
作
業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
得
山
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ

ン
予
定
は
12
月
23
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

清
ら
か
な
音
色
に
聞
き

入
る

フ
レ
ン
ド
リ
ー
08
が
ひ
ま
わ
り

荘
を
慰
問

　

道
内
、
道
外
の
老
人
福
祉
施
設
や
病

院
で
講
演
や
演
奏
を
行
っ
て
い
る
「
フ

レ
ン
ド
リ
ー
08
」
代
表
の
中
里
幸
道
さ

ん
が
10
月
20
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ

ま
わ
り
荘
を
訪
れ
、
大
正
琴
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
入
所
者
ら
約
40
人
が
集

ま
り
、「
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」
や
「
ふ

る
さ
と
」
な
ど
７
曲
が
披
露
さ
れ
、
入

所
者
の
中
に
は
、
手
拍
子
を
し
た
り
、

口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
人
も
お
り
、
演
奏

に
ノ
リ
ノ
リ
の
様
子
で
し
た
。

　

10
月
18
日
に
は
、
新
得
や
す
ら
ぎ
荘
、

19
日
に
は
、
屈
足
わ
か
ふ
じ
園
で
も
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
帰
郷

東
京
ふ
る
さ
と
新
得
会
「
第
17

回
秋
の
気
ま
ま
な
旅
」

　

関
東
圏
に
住
む
新
得
町
出
身
者
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
東
京
ふ
る
さ
と
新
得

会
（
秋
山
憲
一
会
長
）
の
会
員
ら
30
名

が
帰
郷
し
、
10
月
23
日
、
町
公
民
館
で

歓
迎
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
で
は
会
員
ら
の
知
人
の
町
民

も
駆
け
つ
け
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し

た
。
秋
山
会
長
か
ら
図
書
館
の
書
籍
購

入
用
と
し
て
、
図
書
券
が
浜
田
正
利
町

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
ら
は
こ
の
後
、
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー

ト
に
宿
泊
。
翌
日
は
若
原
農
場
を
見
学

し
、
札
幌
方
面
に
移
動
。
翌
々
日
に
は
、

余
市
と
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
を
回
る
な
ど
、

２
泊
３
日
の
気
ま
ま
な
旅
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

９
月
１
日
よ
り
温
泉
の
配
管
な
ど
の

改
修
や
源
泉
か
け
流
し
方
式
へ
の
切
り

替
え
工
事
の
た
め
に
休
館
し
て
い
る
ト

ム
ラ
ウ
シ
温
泉
東
大
雪
荘
は
、
12
月
１

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

「
源
泉
か
け
流
し
」
は
、
湧
き
出
し
た

ま
ま
の
成
分
を
損
な
わ
な
い
源
泉
（
入

浴
の
適
温
に
す
る
た
め
の
最
低
限
の
加

水
は
可
能
）
が
、
新
鮮
な
状
態
の
ま
ま

で
浴
槽
を
満
た
し
、
注
が
れ
た
分
だ
け

の
湯
が
浴
槽
の
外
に
溢
れ
出
て
い
る
こ

と
な
ど
が
条
件
で
あ
り
、
温
泉
好
き
に

は
堪
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
特

別
企
画
と
し
て
、
12
月
１
日
か
ら
30
日

ま
で
の
期
間
限
定
で
「
源
泉
の
湯
プ
ラ

ン
」（
１
泊
２
食
付
・
１
室
２
名
様
以
上

で
大
人
一
人
６
５
０
０
円
）
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
予
約
受
付
中
で
す
の
で
良

質
な
温
泉
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ラ
ン
の
詳
細
や
ご
予
約
、
お
問
い

合
わ
せ
は
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
東
大
雪
荘

（
65
・
３
０
２
１
）
ま
で
。

　

※
工
事
中
の
期
間
で
も
電
話
は
繋
が

り
ま
す
。

12
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
東
大
雪
荘
が

「
源
泉
か
け
流
し
」
に

来
秋
の
「
そ
ば
博
覧
会
」

新
得
町
で
の
開
催
決
定

来
年
９
月
19
日
〜
25
日
に
開
催

し
、
新
そ
ば
祭
り
と
併
催

　

（
一
社
）
全
麺
協
の
佐
藤
正
光
北
海
道

支
部
長
、
山
本
良
明
同
支
部
事
務
局
長

ら
が
10
月
22
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、「
日

本
そ
ば
博
覧
会
」
の
次
年
度
開
催
地
を

新
得
町
に
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

開
催
予
定
期
間
は
９
月
19
日
〜
25
日

で
「
そ
ば
と
新
得
町
の
風
景
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」、「
地
元
小
学
生
に
よ
る
そ
ば
栽

培
体
験
写
真
展
示
」
な
ど
の
展
示
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
そ
の
内
の
24
日
〜
25
日

に
か
け
て
食
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
新
そ

ば
祭
り
」
を
併
催
事
業
で
開
催
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
正
利
町
長
は
「
決
定
し
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
た
い
。
せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
、
博
覧
会
開
催
が
い
ろ
い
ろ

な
部
分
に
も
広
が
る
よ
う
最
大
限
努
力

す
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

佐藤支部長より開催決定書を受け
取る浜田町長

花壇コンクール表彰式、町地域医療講演会、フレンドリー 08 がひまわり荘を慰問、子育て講演会ほのぼのサロン

生
ま
れ
て
き
た
う
れ
し

さ
を
伝
え
て
ほ
し
い

平
成
27
年
度
子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
支
援
講
演
会

　

平
成
27
年
度
子
育
て
支
援
事
業
、
子

育
て
支
援
講
演
会
が
「
家
庭
で
伝
え
る

い
の
ち
の
話
〜
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
〜
」
を
演
題
に
10
月
27
日
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
で
行
わ
れ
、

13
人
の
お
母
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
誕
生
学
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
高
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
招
き
、
い
の

ち
の
大
事
さ
、
い
の
ち
の
始
ま
り
、
子

ど
も
の
成
長
過
程
、
出
産
の
仕
組
み
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
自
分
の
経
験
を

思
い
出
し
な
が
ら
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
い
て

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

「
生
ま
れ
て
き
て
う
れ
し
か
っ
た
と
子

ど
も
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
お
母
さ
ん
か

ら
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
が
命
を
大
事
だ
と
思
う
土
台
と
な

る
」
と
高
田
さ
ん
は
訴
え
て
い
ま
し
た
。

健康な食生活について説明する木村医師

大正琴を演奏する中里さん

出産の仕組について説明する
高田さん
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うまいものとイベントを楽しむ

第 42 回大雪まつり

　第 42 回大雪まつりが 10 月４日、屈足公園で開か

れました。

　例年行われている大人気の野菜詰め放題には、開

始前から長蛇の列ができており、参加者は袋いっぱ

いにかぼちゃ、じゃがいも、にんじんを詰め込んで

いました。

　会場の中では、アトラクションとしてカヌー体験

や巨大すべり台、「岩佐彰 with♪ super session」のラ

イブもあり、ステージでは、「Happy 少女」と「フル

ーティー」のライブが行われました。　

ターゲットを狙って

第 17 回全国フロアカーリング交流大会

　第 17 回全国フロアカーリング交流大会が 10 月 11

日、町総合体育館で開催され、ダブルス 42 チーム、

フォース 43 チーム、合計 85 チーム 267 人が参加。

遠くは埼玉県羽生市からの参加がありました。

　決勝トーナメントに進む 16 チームに入ろうと熱戦

が繰り広げられ、新得からはダブルスで「絶好調Ａ」、

フォースで「チダクン」が決勝トーナメントに進出

しましたが、惜しくも一回戦敗退となりました。

　ダブルスの優勝は「帯広白樺愛好会 C」、フォース

の優勝は「ふらのあかつき B」でした。

たすきに思い託す

2015 サホロリバーサイド駅伝大会

　2015 サホロリバーサイド駅伝大会（町文化・スポ

ーツ振興基金事業運営委員会主催）が 10 月 12 日、

運動広場芝生ランニングコースで開かれ、63 チーム

252 人が一位を目指して快走しました。

　４人１チーム編成で、町内外の小学生からシニア

までの幅広い世代が参加しました。

　新得町からは、17 チームが参加。中学校の部で新

得中学校（伊藤穂乃佳、門野春佑、岩瀬竜介、柴田

海大）が優勝し、一般男子の部では、チームヒロミ（迫

田明巳、苫米地慎平、大橋裕貴、川上隆夫）が２位

と２分以上の差をつけて優勝しました。　

　ふれあい広場 2015 しんとく（同実行委員会主催）

が 10 月 17 日、町公民館で開催されました。

　町内の子どもからお年寄りまでが一堂に会し、「ふ

れあい、ささえあい、そだてあう」ことで、地域福祉

に関心を持ってもらおうと開催し今回で 30 回目。

　会場では町内の授産施設による商品販売や毎年恒

例の「元気カレー」の販売、かりかち工房によるミッ

クスキャンドル作り体験、新得高校茶道部による茶処

のほか、「東日本被災地応援マート」として東北の特

産品販売も行われました。

　同実行委員会では、今回の 30 回目を節目として、

最後の開催にする意向を示しました。

　町内在住の北越暁さんは、所有しているポニー「ク

リトップ」と 10 月７日に新得保育所を訪れ、年長組の

園児を対象に馬とのふれあい体験を行いました。

　北越さんは「子供達に本物の馬を見て触れ合っても

らいたい」と企画し、今回、移動丸馬場の柵が完成し

たことにより初めて実施しました。

　馬の調教を行っている井岡心さん（鹿追町在住）ら

と一緒に引き綱を引く園児らは、楽しそうに引く子も

いれば、おっかなびっくり引く子も。　

　園児らは「ドキドキしたけど楽しかった」、「怖くな

かった」と貴重な体験をしていました。

新得保育所で馬とのふれあい体験

今年でラスト　ふれあい広場 2015 しんとく

「ドキドキ」初体験　馬とのふれあい

「つなげよう　あいの手話」テーマに

３年生が集大成のラストステージ

新得中学校吹奏楽部定期演奏会

　新得中学校吹奏楽部（北村有結未部長、部員 36 人）の演奏会が 10 月 18 日、町公民館大ホールで開催さ

れました。今回の演奏会が３年生にとっては最後の演奏会。３部構成で「丘上の風」から始まり NHK 朝の連続

テレビ「まれ」の主題歌やディズニー映画「アラジン」など 12 曲を披露。恒例となった吹奏楽部卒業生や新得

高校吹奏楽部、新得ジュニア吹奏楽団との共演による迫力のある演奏が行われるなど、３年生のラストステー

ジに聴衆は惜しみない拍手を送っていました。

迫力のある試合に大興奮

大日本プロレス in しんとく

　大日本プロレス in しんとくが 10 月７日、町公民館

で開催され、約 340 人の観客で会場は満席状態とな

りました。

　試合前には、関本大介選手から気合のチョップを

受ける企画も行われ、４人の観客が参加し、商売繁

盛や千客万来などの願いを込めて関本選手にチョッ

プ。その後に関本選手からお返しの強烈なチョップ

を受けていました。

　試合が始まると観客は試合に熱中し、一緒に手拍

子や掛け声をかけるなど会場は一体となって盛り上

がりました。　

大迫力の蛍光灯デスマッチ
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春
先
か
ら
元
気
な
皆
さ
ん
の
活
躍
を
見
る
事

が
多
々
あ
り
、
町
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
る

と
常
に
感
じ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
改
め
て
実

感
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
10
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
す
。
例
年
、
会
場
一

杯
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
元
気
が
溢
れ
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
行
事
の
一
つ
で
す
が
、
今
年

も
例
年
と
同
じ
よ
う
に
元
気
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
様
々
な
理
由
か
ら
30
回
を
迎
え

た
今
年
が
最
後
の
開
催
と
の
お
話
が
あ
り
、
正

直
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な

内
容
の
交
流
の
場
を
模
索
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
に
わ
た

り
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
も

地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
10
月
18
日
に
本
町
の
サ
ホ
ロ
リ

バ
ー
サ
イ
ド
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
33

回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
争
大
会
」
で
す
。
全

道
か
ら
男
子
で
は
新
得
、
屈
足
両
中
学
校
を
含

む
63
チ
ー
ム
、
女
子
で
は
新
得
中
学
校
を
含
む

40
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子
で
は
６
区
間
、
女

子
は
５
区
間
を
「
た
す
き
」
を
つ
な
い
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。
駅
伝
な
の
で
一
人
で
は
勝
て

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
チ
ー
ム
全
員
で
ケ
ガ

を
含
め
体
調
管
理
を
行
い
、
競
技
レ
ベ
ル
を
維

持
す
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
な
お
、
来
年
の
第
34
回
大
会
を
も
っ
て
本

町
で
の
開
催
が
終
わ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
本
町
で
開
催
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
10
月
30
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
町
民
芸
能
芸
術
祭
で
す
。
特
に
、
展
示
部
門

の
子
ど
も
か
ら
大
先
輩
ま
で
の
作
品
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。
舞
台
部
門
も
全
て
を

見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
同
じ
よ
う

に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
継
続
し
て
物
事
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
、
10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

新
得
町
体
育
連
盟
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

で
す
。
今
回
は
、
平
成
26
年
度
に
活
躍
し
た
個

人
、
団
体
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
26

年
間
に
わ
た
り
小
学
生
、
中
学
生
に
サ
ッ
カ
ー

の
指
導
を
さ
れ
て
き
た
方
に
奨
励
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
選
手
本
人
の
努
力
が
受
賞
に
繋
が

り
ま
し
た
が
、
選
手
を
支
え
る
家
族
、
指
導
者
、

関
係
者
の
方
々
の
協
力
が
無
い
と
結
果
は
付
い

て
こ
な
い
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

四
つ
の
話
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
当
事

者
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
人
を
支
え

る
裏
方
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
る
か
ら
元
気
な

皆
さ
ん
の
活
躍
に
繋
が
る
と
改
め
て
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
町
全
体
を
元
気
に
す
る
た

め
に
も
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
関
係
す
る

方
々
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

目
の
前
に
は
森
林
鉄
道
が
走
っ
て
い
て
、

駅
も
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
当
時
の
宗
像
商
店
の
写
真
を
見
せ
な

が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

　

中
学
校
卒
業
後
、
精
米
業
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
新

得
高
校
屈
足
分
校
で
定
時
制
に
通
っ
た
。

当
時
の
分
校
は
公
民
館
を
間
借
り
し
て

い
て
、
そ
の
後
、
屈
足
南
小
学
校
の
校

舎
内
に
移
っ
た
り
と
転
々
と
し
て
い
た
。

　

「
父
親
に
大
学
に
行
き
た
い
と
言
っ
た

ら
、
働
き
な
が
ら
自
分
で
金
を
貯
め
て

行
け
っ
て
言
わ
れ
て
ね
。
そ
れ
で
コ
ツ

コ
ツ
と
貯
金
し
て
、
本
州
の
大
学
に
も

受
か
っ
て
、
さ
ぁ
大
学
に
行
く
ぞ
っ
て

な
っ
た
時
に
家
で
騒
動
に
な
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
弟
や
妹
に
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
な

く
な
っ
た
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
る
し
。

最
終
的
に
は
祖
父
に
説
得
さ
れ
て
、
こ

こ
に
残
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

し
か
し
、
家
業
の
商
売
は
順
風
満
帆

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。「
父
親
が
面
倒

見
が
良
か
っ
た
の
も
あ
る
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
他
人
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
て

ね
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
家
財
道
具
な

ど
が
差
し
押
さ
え
に
な
っ
た
り
と
ね
。

あ
れ
は
辛
か
っ
た
な
ぁ
」
と
し
み
じ
み

と
語
っ
た
。
雑
貨
商
は
昭
和
38
年
に
父

「
家

内
や
子
供
た
ち
か
ら
、
今
ま
で
の

し
か
め
っ
面
し
た
怖
い
顔
じ
ゃ

な
く
な
っ
た
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
の
は
、

今
年
４
月
ま
で
５
期
20
年
間
勤
め
た
町
議

会
議
員
を
勇
退
さ
れ
た
宗
像
一
さ
ん
。

　

宗
像
さ
ん
は
、
屈
足
で
雑
貨
商
と
農

産
物
の
取
引
業
な
ど
を
営
む
家
庭
に
生

ま
れ
、
５
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
男
と
し

て
育
っ
た
。「
私
の
祖
父
ら
が
福
島
県

か
ら
北
海
道
に
開
拓
で
入
り
、

新
得
に
最
初
に
入
っ
た
場
所

は
福
山
地
区
で
そ
こ
で
農
業

を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
屈
足
地
区
に
移
り
住

み
雑
貨
商
や
旅
館
な
ど
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。
父
親
の
弟

ら
が
旅
館
を
や
り
、
父
親
は

雑
貨
商
な
ど
の
お
店
の
方
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
父
親
は

体
が
弱
く
て
自
分
で
は
あ
ま

り
動
け
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

商
売
に
長
け
た
人
で
い
ろ
い

ろ
手
広
く
仕
事
を
や
っ
て
い

て
、
水
田
も
や
っ
て
い
ま
し

た
。
子
供
の
頃
は
、
私
も
田

植
え
や
草
刈
り
な
ど
に
行
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
店
の
す
ぐ

親
が
亡
く
な
っ
た
時
に
廃
業
し
た
。
そ

の
後
、
運
送
会
社
を
手
掛
け
た
り
、
富

村
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
整
備
工
場
が
足

り
な
い
と
な
る
と
昭
和
49
年
に
自
動
車

整
備
工
場
を
始
め
た
。「
ち
ょ
う
ど
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
で
資
材
な
ど
が
高
騰

し
て
工
場
が
建
て
ら
れ
な
い
の
で
は
と

思
っ
た
が
、
融
資
な
ど
を
取
り
付
け
て
、

何
と
か
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

昭
和
42
年
に
屈
足
で
理
容
師
と
し
て

働
い
て
い
た
千
津
子
さ
ん
と
結
婚
し
、

一
男
二
女
に
恵
ま
れ
た
。

　

商
工
会
の
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
の

ち
平
成
７
年
４
月
か
ら
20
年
間
、
町
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

「
屈
足
地
域
の
盛
衰
を
見
て
き
た
者
と

し
て
、
地
域
の
過
疎
化
を
食
い
止
め
た

い
一
心
で
活
動
し
て
き
た
。
20
年
間
、

皆
様
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
や
り
遂

げ
ら
れ
た
。
今
は
ね
、
み
ん
な
と
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
や
っ
た
り
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
の
ん
び
り
し
た

ら
息
子
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
カ
メ
ラ
で

写
真
を
撮
ろ
う
か
な
」
と
話
す
。

　

新
得
町
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と

し
て
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
３
０
０
０
㍍
に
出
場
し
た

次
女
の
記
子
さ
ん
は
現
在
、
カ
ナ
ダ
に

在
住
。「
２
年
に
１
回
は
帰
っ
て
来
て
く

れ
る
ん
だ
け
ど
、
今
年
帰
っ
て
き
て
『
ま

た
再
来
年
だ
ね
』
っ
て
言
う
か
ら
、
再

来
年
は
俺
が
生
き
て
る
か
わ
か
ら
な
い

ぞ
っ
て
言
っ
て
や
っ
た
よ
」
と
穏
や
か

な
表
情
で
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。

辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

こ
れ
か
ら
は

楽
し
く
朗
ら
か
に

暮
ら
し
て
い
き
た
い

宗
むねかた

像　一
はじめ

　さん

　（79 歳）

朝日の１会

No.407

雑貨商などを営んでいた当時の宗像

商店（建物左側：旅館、右側：雑貨店）

　
短

　

歌

新

得

短

歌

会

十
五
夜
は
奈
良
の
都
を
照
ら
し
終
え

　
　

紫
雲
の
西
空
朝
深
き
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
美
代
子

　

乳
の
み
子
の
黒
曜
石
た
る
そ
の
瞳
に
は

　
　

い
か
な
姿
に
吾
映
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
か
お
り

冬
む
か
ふ
朝
の
ひ
凜
と
輝
や
き
か

　
　

き
の
ふ
孫
よ
り
内
定
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
由
利
子

洞
爺
湖
の
湖
面
に
映
へ
る
火
の
花
は

　
　

旅
の
一
夜
の
想
ひ
ひ
と
し
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

洋
子

持
ち
寄
れ
ば
こ
と
ば
踊
り
て
胸
は
ず
む

　
　

歌
留
多
操
る
子
ら
を
想
う
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
御
狸
裸

紫
蘇
の
実
を
抜
け
ば
指
よ
り
こ
ぼ
れ
落
ち

香
り
お
の
ず
と
厨
に
満
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
の
ひ
と
り
ご
と

取
る
に
足
り
な
い
人
の
悩
み
よ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

康
雄

大
和
路
を
鹿
と
戯
む
れ
月
の
宴

紫
式
部
優
し
く
揺
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

恭
子

　俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

異
郷
の
地
仮
の
住
ま
い
や
九
月
尽

片
桐　

波
月

彩
づ
き
し
葉
を
お
よ
が
せ
て
秋
の
水

八
木　

育
子

秋
空
に
句
友
の
句
碑
を
懐
か
し
む�

斉
藤　

青
苔

人
生
も
同
じ
運
命
か
流
れ
星月

井　

愁
峰

紙
吹
雪
散
ら
す
が
如
く
銀
杏
枝

　

袴
田
ゆ
き
男

駅
ホ
ー
ム
時
計
を
競
う
走
り
そ
ば

大
崎
か
ず
お

コ
ス
モ
ス
の
一
途
に
咲
い
て
実
と
な
り
ぬ

高
橋　

民
女

句
碑
開
き
亡
友
の
声
聴
く
花
野
か
な

中
島　

土
方
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ひ
と
こ
と
手
話
講
座

　

〜
N
o
.

17
〜

○
わ
か
ふ
じ
寮

家のかたちを
つくる

左手を顔の前まで上げ
て、左手の平から、開
いた右手を半回転させ
ながら下ろす

←

右手の平をひた
いにあて、右へ
動かす

■
一
般
書

・
人
生
は
も
っ
と
ニ
ャ
ン
と
か
な
る
！                       

                               

（
水
野
敬
也
）

・
皇
后
の
真
実         

（
工
藤
美
代
子
）

・
北
海
道
民
の
オ
キ
テ
　
も
っ
と
！    

                  

（
さ
と
う
ま
さ
＆
も
え
）

・
動
物
翻
訳
家            

（
片
野
ゆ
か
）

・ 

い
き
も
の
た
ち
の
つ
く
る
巣
109

                            

（
鈴
木
ま
も
る
）

・
簡
単
！
ら
く
う
ま
！
鍋
レ
シ
ピ

                               

（
植
松
良
枝
）

・
ざ
く
ざ
く
焼
き
菓
子（
真
藤
舞
衣
子
）

・
山
の
近
く
で
愉
快
に
く
ら
す

                               

（
北
尾
ト
ロ
）

・
廃
線
紀
行            

（
梯
　
久
美
子
）

・
と
な
り
の
セ
レ
ブ
た
ち（
篠
田
節
子
）

・
優
し
い
ラ
イ
オ
ン
（
小
手
鞠
る
い
）

・
人
生
、
山
あ
り
時
々
谷
あ
り

                            

（
田
部
井
淳
子
）

・
ス
キ
ン
・
コ
レ
ク
タ
ー

     

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
）

・
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
は
三
つ
数
え
ろ     

                            

（
伊
坂
幸
太
郎
）

・
犬
の
掟                

（
佐
々
木
　
譲
）

 

■
児
童
書

・
世
界
一
お
も
し
ろ
い
数
の
本

               

（
カ
リ
ー
ナ
・
ル
ア
ー
ル
）

・
テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み

                            

（
村
上
し
い
こ
）

・
ど
う
ぶ
つ
連
想
そ
れ
、 

だ
ー
れ
？ 

                               

（
サ
ト
シ
ン
）

・
風
来
坊
の
子
守
歌      

（
川
端
　
誠
）

・
お
な
ら
を
な
ら
し
た
い

                         

（
鈴
木
の
り
た
け
）

「
霧
（
ウ
ラ
ル
）」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
桜
木
　
紫
乃

  

　
北
海
道
最
東
端
・
根
室
は
、
国
境
の
町

で
あ
る
。
戦
前
か
ら
こ
の
町
を
動
か
し
て

き
た
河
之
辺
水
産
社
長
に
は
、
三
人
の
娘

が
い
た
。
長
女
智
鶴
は
政
界
入
り
を
目
指

す
運
輸
会
社
の
御
曹
司
に
嫁
ぎ
、
次
女
珠

生
は
ヤ
ク
ザ
の
姐
と
な
り
、
三
女
早
苗
は

金
貸
し
の
次
男
を
養
子
に
し
て
実
家
を
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
一
年
の
国
政
選
挙
で
、
智
鶴

の
夫
・
大
旗
善
司
は
道
東
の
票
を
ま
と
め

当
選
を
果
た
し
た
。
選
挙
戦
を
支
え
た
の

は
、
次
女
・
珠
生
の
夫
で
相
羽
組
組
長
の

相
羽
重
之
が
国
境
の
海
で
か
き
集
め
た
汚

れ
金
だ
っ
た
。

　

珠
生
は
、
大
旗
当
選
の
裏
で
流
さ
れ
た

血
の
た
め
に
、
海
峡
の
鬼
と
な
る
こ
と
を

誓
う
。

　
厚
生
協
会
わ
か
ふ
じ
寮
で

生
活
支
援
員
と
し
て
活
躍
す

る
桂
下
い
づ
み
さ
ん
に
、
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ゆくゆくは仕事以外
でもサポートが
必要な人達と

関わっていきたい
桂下いづみさん

●
厚
生
協
会
で
働
こ
う
と
し
た
き

っ
か
け
は
？

　

教
育
大
学
に
通
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
教
員
に
な
り
た
く
て

通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
美
術
の
勉
強
が
で
き
る
北

海
道
教
育
大
学
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
の
授
業
で
子
供
た

ち
な
ど
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
直
接
、
人
と
接
す

る
福
祉
関
係
の

仕
事
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。

絵
の
道
で
生
活

し
て
い
こ
う
と

は
あ
ま
り
考
え

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で

食
べ
て
い
け
る
ほ
ど

甘
く
な
い
世
界
で
す

し
…
。
安
定
を
望
み

ま
し
た
（
笑
）

●
働
い
て
み
て
の
印
象
は
。

　

第
２
わ
か
ふ
じ
寮
の
生
活
支

援
員
と
し
て
、
利
用
者
の
入
浴

介
助
や
生
活
介
助
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
と
接

し
て
い
る
時
な
ど
は
純
粋
に
楽

し
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
と
辛

い
こ
と
な
ど
が
あ
っ
て
も
利
用

者
の
方
と
接
し
て
い
る
と
心
が

晴
れ
る
と
い
う
か
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

手
話
は
先
輩
方
に
教
わ
り
な

が
ら
覚
え
ま
し
た
。
利
用
者
の

方
も
職
員
の
方
も
耳
の
聞
こ
え

な
い
方
が
い
る
こ
の
職
場
環
境

は
手
話
が
必
須
な
の
で
、
最
初

の
頃
は
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
し
て
い

っ
た
の
で
す
が
、
今
は
上
達
度

合
い
が
停
滞
状
態
で
す
ね
（
笑
）

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
る

た
め
に
通
信
教
育
で
勉
強
中
な

ん
で
す
。
来
年
１
月
に
国
家
試

験
が
あ
る
の
で
す
が
不
安
で
す

ね
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
家
に
帰

っ
て
き
て
、
さ
ぁ
勉
強
し
な
き

ゃ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
…
な
か

な
か
気
力
が
湧
か
な
い
時
も
あ

り
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
提

出
期
限
が
あ
っ
た
と
き
は
一
生

懸
命
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今

は
提
出
物
が
無
く
な
っ
て
勉
強

す
る
の
み
な
の
で
自
分
の
意
思

の
強
さ
が
試
さ
れ
ま
す
ね
（
笑
）

●
趣
味
・
特
技
は
な
ん
で
す
か
。

　

絵
を
描
く
の
が
好
き
で
す
。

子
供
の
頃
か
ら
描
く
の
が
好
き

だ
っ
た
の
で
す
が
、
高
校
の
美

術
部
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に

油
絵
を
始
め
て
、
大
学
院
ま
で

描
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
仕

事
を
し
て
か
ら
は
、
な
か
な
か

描
け
て
い
な
い
で
す
ね
…
。
た

ま
に
気
分
転
換
に
、
油
絵
を
描

く
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
で

す
け
ど
絵
を
描
い
て
は
い
ま

す
。
大
学
生
の
時
は
抽
象
画
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
も

っ
ぱ
ら
具
象
画
を
描
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
は
、
新
得
に
来

て
す
ぐ
に
飼
っ
た
小
型
犬
と
散

歩
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
食
べ
る
こ
と
も
好
き
な
の

で
休
み
の
日
に
出
か
け
た
り
す

る
の
で
す
が
、
新
得
は
と
い
う

か
十
勝
は
食
べ
物
が
安
く
て
美

味
し
い
な
と
い
う
の
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

●
今
後
の
抱
負
・
目
標
は
。

　

施
設
の
利
用
者
の
方
の
今
必

要
な
こ
と
、
今
後
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
は
施
設
内
の

利
用
者
の
方
だ
け
と
関
わ
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は

仕
事
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
な
人
た
ち
と
関
わ

っ
て
い
け
れ
ば
な
と
考
え
て
い

ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
実
現

し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
絵
な
ど
を

通
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
そ

う
い
う
こ
と
に
触
れ
合
い
や
す

い
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
り
、

今
ま
で
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た

人
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
る

場
所
が
あ
る
っ
て
い
う
の
も
い

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
手

話
と
か
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。
是
が
非
で
も
覚
え
た

い
気
持
ち
が
あ
る
人
な
ら
手
話

の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
ど
ん
ど

ん
覚
え
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
そ
こ
ま
で
の
気
持
ち
が
無

い
人
に
は
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
に

入
る
っ
て
い
う
だ
け
で
も
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
も
っ
と
気
軽
に
参
加
し
や

す
い
環
境
が
あ
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

かつらしたいづみさん

昭和63年2月生まれ（27歳）
札幌市出身

平成24年３月　北海道教育
大学大学院修了
平成24年４月から社会福祉
法人厚生協会第２わかふじ寮
で生活支援員として勤務

「利用者の方と接していると元気をもらえる」と桂下さん。

おくやみ

笠井ヒロ子
大内　光子
朝日　愛子
大友　　要
佐々木静江
佐藤　繁幸

（73）
（89）
（86）
（89）
（88）
（78）

10/ 4
10/ 9
10/18
10/25
10/27
10/29

新 進 会
西 栄 会
親 和 会
西 栄 会
新 進 会
上 サ ホ ロ

指定寄付
○新得町赤十字奉仕団
　「ふれあい広場2015しんとく」での災害用
品収益金6,400円を社会福祉協議会へ
○小木田　一亀（札幌市）
　福祉振興事業用に20万円
◯町田　光司（青森市）
　福祉振興事業用に10万円
○箕浦　冨雄（東京都）
　産業振興用に10万円
○ふれあい広場2015しんとく実行委員会（赤
木英俊実行委員長）
　「ふれあい広場2015しんとく」にて作成し
た清拭用タオル40kg相当を新得やすらぎ荘
及びやすらぎ荘へ
　「ふれあい広場2015しんとく」開催収集品
のリングプル17kg、古切手4,000枚を社会福
祉協議会へ

　町や町の施設に
○青木　繁明（京都市）
　新得幼稚園にポスターカレンダー（新得幼
稚園ネーム入り）110枚
◯新得町商工会女性部（森田美恵子部長）　
　トムラウシこじか園に図書カード5,000円
分
○匿名の方
　新得中学校に雑巾40枚
◯東京ふるさと新得会（秋山憲一会長）
　図書館の図書購入費として図書券7万円分

←
　

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か

ら
「
広
報
し
ん
と
く
10
月

号
」
を
読
ん
だ
感
想
・
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
今
回
は
内
容
含
め
何
の
引

っ
掛
か
り
も
な
く
読
め
ま
し

た
。
全
体
的
に
良
い
も
の
を

作
る
精
神
が
溢
れ
て
い
た
の

か
と
思
い
ま
し
た
。

広報モニターからの声
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 第13回小学生フロアカーリング大会
（町民体育館）9:30

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30

水 土

水

木

金

火

水

月火

金

土

日

月

火

木

金

日

月

火

水

木

金

土

日

木

土

日

月

火

 介護・ものわすれ相談（なごみ）9：00
 転ばん塾（なごみ）13：30
 ３歳児健診（なごみ）10:30

 

 おはなし会（なかよし）15:15
 移動図書館車かりかち号運行

 

水

木

 

 

  

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30

 転ばん塾（公民館）13:30
 乳幼児健診（なごみ）13:00

 新得・屈足合同わすれん塾（公民館）
 9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 

 
 

 

 育児の日
 土曜おはなし会（図書館）14:00

 

 

1212

 

 健康相談（屈足）10：00

 

 第30回町民バドミントン大会
（町民体育館）9:00

 

 新得・屈足合同わすれん塾（公民館）
 9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 乳幼児健診（屈足）13:00

 転ばん塾（なごみ）13:30

 

 第23回チャリティー有志かくし芸大会
（公民館）18:00

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30
にこにこタッチ（なかよし）10:15

親子ふれあいもちつき大会（公民館）
10:00

 

  新得山スキー場オープン（予定）

 転ばん塾（公民館）13:30
 １歳６ヶ月健診（なごみ）10:30

 
 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 寿教室（公民館）10：00
 子育て相談（なかよし）10:00
 移動図書館車かりかち号運行

 おはなし会（なかよし）15:15
 移動図書館号かりかち号運行
 

 クリスマス子ども映画会（図書館）15:15
 健康相談（屈足）10:00
 移動図書館車かりかち号運行

 健康相談（屈足）10:00
 

◆平成 27年 10 月末の人口（　）は前月比：6,292 人（-31）　男：3,080 人（-15）　女：3,212 人（-16）　世帯数：3,327（-29）◆

町・道民税第４期、
国民健康保険税第６期、後期高齢者医療保険料普通徴収第６期、
介護保険料普通徴収第６期納期限

12月の納期限は

25日まで

昨年のチャリティーかくし芸大会の一幕

千
ち だ

田さくらちゃん

平成 27年４月 15日生まれ

パパ　孝彦　ママ　久美子　
あけぼの会


